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大学の研究紀要－学術雑誌の分析試論 
Analytical Note on Japanese Academic Journal called as “Kiyoo” 
 



















The number of titles of Academic Journals, being currently published in Japan, amounts to 
about 9,000, of which 3,000 titles are published as house journals by Universities, Junior Colleges, 
Professional Higher Schools and various public research institutions. These are called as research 
bulletins and are recognized recently as important tools for communication of academic 
information, as well as the authentic journals  published by academic associations in many subject 
areas. Further, among technical journals of private enterprises and magazines commercially  
edited by publishing firms, one can find many dozens of high quality journals. 
Author try to observe statistically, at first, recent general situation of academic journals in 
Japan, putting particular focus on those of National Universities. Increasing numbers of journals 
are now being made available in digitized form for wider distribution and, consequently, it is 
recognized necessary to establish a proper relevance between publication of many papers in these 
research bulletins and procedures of research evaluation. 
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2002 年 2 月 5 日現在での採録誌総数は 11,878 誌で、そのうち現在採録中のものが 9,498
誌であり、その言語別内訳は和文誌が 9,396 誌、国内発行の欧文誌が 102 誌となっている
（第 1 表）。廃刊または採録が中止されたものは 2,380 誌であった(1)。ところが半年後の
2002 年 8 月 30 日現在の同じデータベースでは採録誌総数は 14,539 誌で、そのうち現在
採録中のものは 9,628 誌となっている。また過去に廃刊もしくは採録中止になった逐次刊
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第 1 表 雑誌記事索引データベース採録誌  
 2002.02.05 2002.08.30 
採録誌総数 11878 14539 
 うち現在採録中  9498 9628 
  廃止・採録中止 2380 4911 
和文誌 11743  
 うち現在採録中  9396  
国内発行欧文誌 135  
 うち現在採録中  102  
資料：国立国会図書館雑誌記事索引採録誌一覧 





ことができる（第 2 表参照）。それによると 2002 年 4 月 8 日現在で、この速報データベー
スへの参加機関数は 399 機関、それらに所属する参加組織（学部、学科、学内学会、研究








第 2 表 学術雑誌目次速報データベース参加機関（2002 年 4 月現在）  
機関種類  参加機関数 参加組織数 収録対象雑誌数 機関当り雑誌数 
国立大学  90  214  1373  15.3  
公立大学  19  20  109  5.7  
私立大学  178  187  1106  6.2  
短期大学  50  50  108  2.1  
高等専門学校  35  35  43  1.2  
その他 27  27  349  12.9  
合 計 399  536  3088  7.7  
 資料：国立情報学研究所、学術雑誌目次速報データベース 










計した。対象とした国立大学はデータが明確な 89 大学で、対象雑誌数は 1,390 誌であっ
た。集計時点は 2002 年 8 月 30 日のデータを利用したが、上述のように国立国会図書館関
西館開館（2002 年 10 月 1 日）にともなう電子図書館機能の東京本館から関西館への移管
によりデータが整備中であるため、本稿作成では 2002 年 7 月末に検索したデータをも併
用した。  
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第 3表 国立大学の学術雑誌発行件数 
（2002年現在） 
分 野 発行件数 % 
法学 42  3  
経済学・商学 80  5.8  
文学 426  30.6  
教育学 351  25.3  
理学 121  8.7  
工学 104  7.5  
医学・薬学 80  5.8  
農林・水産学 85  6.1  
その他 101  7.3  






第 4表 紀要類発行件数上位10大学 
大  学 件 数 
九 州 大学 66  
広 島 大学 62  
京 都 大学 60  
筑 波 大学 58  
東 北 大学 57  
北海道大学 52  
東 京 大学 52  
名古屋大学 34  
大 阪 大学 34  
小  計 512  
紀要発行件数 1390  






 研究紀要類の発行件数を大学別に集計したものが第 4 表である。全体の 35.4%にあたる





分野での紀要発行件数がきわめて多い（第 5 表）。九州大学では研究紀要発行件数 66 件中
29 件、東京大学では 52 件中 30 件、京都大学では 60 件中 22 件、大阪大学では 34 件中








第 5 表 文科系紀要類発行件数上位 10 大学 
大  学 件 数 
東 京 大 学 30  
九 州 大 学 29  
筑 波 大 学 28  
京 都 大 学 22  
東 北 大 学 21  
大 阪 大 学 20  
北海道大学 19  
広 島 大 学 19  
東京外国語大学 16  
神 戸 大 学 15  
小  計 219  
文系紀要発行数 426  
上位10大学の% 51.4  
資料：第 1 表に同じ  
第 6 表 理工医学系紀要発行件数上位 10 大学 
大  学 件 数 
九 州 大 学 19  
東 北 大 学 18  
京 都 大 学 15  
秋 田 大 学 14  
名古屋大学 12  
北海道大学 11  
東 京 大 学 10  
鹿児島大学 10  
千 葉 大 学 9  
筑 波 大 学 9  
大 阪 大 学 9  
小 計 136  
理工系紀要発行 305  
上位10大学の% 44.6  
資料：第 1 表に同じ  
 
 
第 7 表 法・経・商系紀要発行上位 10 大学 
大  学 件 数 
神 戸 大 学 10  
広 島 大 学 8  
一 橋 大 学 7  
横浜国立大学  7  
九 州 大 学 7  
京 都 大 学 5  
茨 城 大 学 5  
愛 媛 大 学 5  
北海道大学 4  
東 京 大 学 4  
岡 山 大 学 4  
小 計   66  
法経商系紀要数    121  
上位10大学の% 54.5  
資料：第 1 表に同じ  
第 8 表 教育系紀要発行件数上位 10 大学 
大  学 件 数 
広 島 大 学 18  
福 井 大 学 16  
東京学芸大学  15  
愛知教育大学  14  
北海道教育大学 13  
秋 田 大 学 12  
宮 崎 大 学 11  
名古屋大学 10  
福岡教育大学  9  
長 崎 大 学 9  
小 計 127  
教育系紀要発行 351  
上位10大学の% 36.2  
資料：第 1 表に同じ  
 
 
























学では 1 大学あたり平均で 15.3 件の紀要類を発行している。国立大学はすべてこの速報
データベースの参加機関であるが、これにたいして私立大学の参加は半数以下である。こ
れらの私立大学では 1 大学あたり平均 6.2 件であるが、短期大学では 2.1 件であり、大き





立大学や短期大学では、1 大学あたり数件から 1 件のところが多いのが実情である。 


















































引を作成するもので、現在のところ、アメリカの ISI 社 (Institute for Scientific 
Information)が提供している SCI(Science Citation Index -SCI)がもっとも著名である。こ
の索引は自然科学分野が対象であるが、このほかに社会科学分野では SSCI(Social Science 






数のデータベースを作成した。「National Citation Report(NCR) for Japan」である。集

















た。1986 年に大学助成委員会( University Grants Committee: UGC)が政府の教育科学省
と研究審議会の指導のもとに第 1 回の研究評価(Research Assessment)を実施した。つい
で大学助成委員会(UGC)は 1988 年に大学資金評議会(University Funding Council)に改組
され、1989 年に第 2 回目の研究評価を実施した。そのご評価方法も改善され 1992 年と
1996 年に研究評価が実施された (6)。1996 年研究評価の対象になった高等教育機関は 192
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第 9 表 研究評価基準(Rating Scale)、1996 年研究評価(RAE) 
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